
卿7月25。

濯第　3　61号潜

日
郡
行

毎　月10日

福　岡　県

水　巻　町

夕

二

㍍

　

Ａ

七
月
七
日
は
七
夕
さ
ま
　
－
。

頃
末
の
聖
母
幼
稚
園
で
は
、
夕
方
七
時
に
園
児
た
ち
が
浴
衣
姿
で
集
り
、
年
に
一

度
の
彦
星
と
織
姫
の
出
合
い
を
祭
り
ま
し
た
。
こ
の
日
園
内
の
広
場
の
回
り
に
は
、

園
児
た
ち
が
願
い
ご
と
を
書
い
た
五
色
の
短
冊
が
飾
り
つ
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
色
紙

で
作
っ
た
金
と
銀
の
星
を
持
っ
て
踊
る
園
児
た
ち
に
、
や
さ
し
く
見
守
る
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

盆
　
休
　
み

8

月

1

4

・

1

5

日

は

、

盆

休
み
の
た
め
役
場
は
業
務

を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

誰
順

闇
ｔ－11肥．

Ｈ
－
両
品
川
ｌ
ｍ

Ｔ

　

リ

ｈ
ｌ
ｈ
…
…
期
皿

脚
肝
脚

ｌ
ｎ
．
、
ｒ
 
ｌ
誰
世
間

誹
臓

了．、
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昭和51年度
予　　　算

昭和51年度一般会計予算

〔歳　入〕　　　　　　　（単位千円）

画
帝
ｑ
監
守
冨
岡

効
率
的
な
運
用
で

公
共
施
設
の
整
備
に
重
点
　
ｌ

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
四
ケ
月
間
の
暫
定
予
算
で
七
月
ま

で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
七
月
七

日
の
議
会
で
年
度
予
算
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経
済
不
況
は

徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
景
気
回
復
は
し

て
い
る
も
の
の
、
国
の
き
び
し
い
地
方

財
政
対
策
に
よ
っ
て
、
国
の
依
存
度
が

高
い
わ
が
町
に
と
っ
て
は
非
常
に
苦
し

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
消
費
的
節
減
に
努
め
、
ま

た
、
効
率
的
な
運
用
を
考
え
て
、
住
民

生
活
に
関
連
し
た
公
共
施
設
の
整
備
な

ど
に
重
点
を
置
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。現
在
、
地
方
公
共
団
体
は
軒
な
み
財

政
問
題
で
苦
慮
し
て
お
り
、
再
建
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
町
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
あ
る

改
良
住
宅
や
最
終
年
度
と
な
っ
た
学
校

謹
設
な
ど
、
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
も
考
え
て
、

な
お
か
つ
単
年
度
に
お
け
る
収
支
に
赤

字
を
出
さ
な
い
予
算
編
成
と
レ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
後
、
財
源
確
保
に
つ
い

て
地
方
自
治
確
立
対
策
協
議
会
な
ど
を

中
心
に
強
力
な
運
動
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
公
共
投
資
事
業

公
共
投
資
事
業
の
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
、
全
体
と
し
て
は
昨
年
に
比
べ

区　　　　　　 分 金　　　 額

町　　　　　　　　　　 税 4 96，00 6 ．

地　 方　 譲　 与　 税 21，96 6

自 動 車 取 得 税 交 付 税 30 ，00 0

地　 方　　 交　 付　 税 1 ，00 3 ，45 8

交 通 安 全 対尭 特 別 交付 金 3 ，22 8

分 担 金 及　 び 負 担 金 22 ，88 9

使 用 料 及　 び 手 数 料 97 ，12 9

国　 庫　　 支　 出　 ＿金 1 ，22 2 ，62 0

県　　　 支　　　 出　　　 金 59 ，654

財　　 産　　　 収　　 入 899

寄　　　　 附 ・　　 金 1

繰　 ・　　 入　　　　 金 1

繰　　　　 越　　　　 金 1

諸　　　　 収　　　　 入 678 ，33 2

町　 ′．　　　　　　　 債 559 ，60 0

歳　　 入　　 合　　 計 4 ，19 5 ，784

区　　　　　　　　 分 金　　　 額

譲　　　　　 会　　　　 費 76 ，84 3

総　　　　 務　　　　 費 288 ，43 1

民　　　　　 生　　　　　 費 349 ，92 5

衛　　　　 生　　　 ‾　 費 206 ，68 6

労　　　 ．働　　　　 袈 12 1，56 7

農　 林　 水　 産　 業　 費 42 ，72 7

摩　　　　 工　　　　 費 148 ，06 8

車　 ，未　　　 費 1 ，3 6 1，57 3

消　　 ’防　　　 費 94 ，63 5

教　　　　　 育　　　　 費 708 ，17 1

咲　 害　 嘩　 旧　 費 430 ，70 3

、公　　　　 債　　　　　 費 29 1，18 2

諸 。　 支　　 出　　 金 16 ，18 7

前 年 度 繰 上 充 用 金 56 ，08 6

予　　　　 備　　　　 費 3 ，00 0

歳　　 出　　 合 ．　 計 4 ，19 5 ，78 4

二
億
九
千
五
百
六
十
三
万
円
の
増
で
全

体
で
は
十
八
億
七
千
二
百
七
十
三
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

改
良
住
宅
建
設
事
業

一
〇
億
七
、
一
〇
一
万
円

学
校
施
設
整
備
事
業

四
億
四
、
四
六
二
万
円

猪
熊
グ
ラ
ン
ド
新
設
事
業

一
億
三
、
六
六
九
万
円

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

八
、
五
六
七
万
円

道
路
維
持
新
設
改
良
事
業

一
億
二
、
六
一
二
万
円

失
業
対
策
事
業
三
、
五
八
九
万
円

橋
梁
維
持
改
良
事
業
三
、
二
五
三
万
円

河
川
竣
深
事
業
一
、
九
六
一
万
円

鉱
害
復
旧
事
業

鉱
害
復
旧
事
業
は
昨
年
に
比
べ
六
千

三
百
二
万
円
の
減
で
、
全
体
で
は
四
億

三
千
七
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
　
二
　
二
八
〇
万
円

旧
下
二
小
学
校
運
動
場
復
旧

五
、
一
〇
〇
万
円

一
般
家
屋
復
旧
二
億
四
、
〇
四
五
万
円

一
般
河
川
道
路
復
旧

一
億
二
、
六
四
四
万
円

一
部
事
務
組
合
分
担
金

伝
染
病
院
組
合
　
　
二
三
六
万
円

老
人
福
祉
施
設
組
合

火
葬
場
組
合

し
尿
処
理
組
合
四
、

ご
み
処
理
組
合
三
、

消
防
組
合
　
　
八
、

ｌ
Ｌ
彗
八
万
月

七
七
四
万
円

〇
四
八
万
円

八
八
七
万
円

一
五
八
万
円

、
（
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（

青
少
年
を
明

る

く

健

や

か

に

第
二
回
　
環
境
浄
化
研
究
協
議
会
を
開
催

七
月
五
日
、
古
賀
区
の
学
習
等
供
用

施
設
で
は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

や
婦
人
会
の
か
た
た
ち
百
名
余
り
が
参

加
し
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
的

と
し
た
。
環
境
浄
化
研
究
協
議
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
た
め
の
方
策
と
し

て
、
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
悪
影
響
を

排
除
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
押
し
進
め
て
行
く
た
め

の
研
究
協
議
会
で
、
こ
の
日
は
福
岡
教

育
大
学
名
誉
教
授
の
橋
田
義
雄
先
生
を

招
い
て
「
青
少
年
の
良
い
芽
、
悪
い
芽

を
育
て
る
環
境
と
そ
の
治
療
」
の
講
演

を
行
う
な
ど
、
青
少
年
の
非
行
化
や
性

知
識
の
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

全
員
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

夏
休
み
が
始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は

学
校
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

青
少
年
の
保
護
と
正
し
い
育
成
は
、
第

一
に
家
庭
内
で
の
親
子
の
対
話
が
必
要

で
す
。
青
少
年
を
正
し
く
育
成
す
る
と

と
も
に
、
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
家
族
ぐ
る
み
、
ま
た
地
域
ぐ
る
み

で
こ
れ
を
阻
害
す
る
悪
影
響
を
排
除
し

ま
し
ょ
う
。
（
写
真
は
橋
田
教
授
の
講

演
に
聞
き
入
る
婦
人
会
・
青
少
年
問
題

協
議
会
の
委
員
の
か
た
た
ち
）

一

青
少
年
珠
算
競
技
大
会

総
合
で
は
み
ず
ほ
が
優
勝

．
（

諸
証
明
竃

手
．
教
科
の
改
正

八
月
一
日
か
ら
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
な
ど
の
事
務
手
数
料
が
、
地
方
行
政

事
務
手
数
料
の
主
旨
に
沿
っ
て
次
の
と

お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
▼
次
に
掲
げ
る
証
明
事
項
の
手
数
料
は

一
枚
七
十
円
と
し
、
閲
覧
に
つ
い
て

も
一
回
七
十
円
と
な
り
ま
す
。

印
鑑
証
明
、
身
分
証
明
、
住
民
票
の

写
、
戸
籍
附
票
の
謄
・
抄
本
、
税
務
に

関
す
る
証
明
、
営
業
に
関
す
る
証
明
、

住
民
基
本
台
帳
・
課
税
台
帳
・
字
図
・

そ
の
他
公
簿
の
閲
覧
、
町
が
実
施
す
る

予
防
接
種
の
う
ち
、
法
定
予
防
接
種
以

外
の
予
防
接
種
料
に
つ
い
て
は
町
長
が

算
定
し
た
実
費
額
、
そ
の
他
の
証
明

詳
し
い
こ
と
は
町
住
民
課
住
民
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
（
憑
6
0
1
、

4

3

2

1

内

線

2

3

5

、

2

3

6

）

転
入
転
居
の
届
け
は

お
す
み
で
す
か

現
在
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
た
で
、

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

前
住
所
地
か
ら
転
出
証
明
書
を
取
り
寄

せ
て
水
巻
町
に
住
民
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
。登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
と
住
民
票
・

印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
す

ぐ
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
内
で
家
を
変
わ
ら
れ
た
か

た
で
、
住
民
登
録
の
転
居
手
続
き
を
し

て
い
な
い
か
た
は
、
役
場
か
ら
の
文
書

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
役
場
で
の
事
務

手
続
き
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

家
を
変
れ
ば
す
ぐ
に
転
居
の
手
続
き
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
家
の
番
地
は

ご
存
℃
で
す
か

住
民
登
録
世
帯
数
七
千
二
百
四
十
四

世
帯
（
六
月
三
十
日
現
在
）
の
う
ち
、

番
地
の
わ
か
ら
な
い
世
帯
（
住
民
登
録

上
）
が
約
六
百
五
十
世
帯
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
役
場
で
受
理
し
た
証
明
書

（
た
と
え
ば
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
な

ど
）
で
番
地
が
記
入
さ
れ
て
な
か
っ
た

か
た
は
、
家
主
、
地
主
さ
ん
に
聞
く

か
、
ま
た
は
、
役
場
の
字
図
で
調
査
を

し
、
住
民
課
窓
口
で
手
続
き
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
四
日
、
町
民
会
館
で
は
町
内

の
青
少
年
百
九
十
名
を
集
め
て
珠
算

競
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
個
人
の
部
　
（
優
勝
者
の
み
〕

小
学
4
年
・
植
木
千
寿
、
小
学
5

年
・
田
中
祥
子
、
小
学
6
年
・
今
橋
㌧
、

浩
子
、
中
学
・
後
藤
千
代
子

▼
団
体
の
部

小
学
4
年
・
猪
熊
Ａ
、
小
学
5
年

・
み
ず
ほ
Ａ
、
小
学
6
年
、
み
ず

ほ
、
中
学
・
吉
田
ノ
二

▼
読
上
算
の
部

小
学
生
・
平
野
咲
由
里
、
中
学
生

・
後
藤
千
代
子

▼
読
上
暗
算
の
部

小
学
生
・
岸
本
泰
幸
、
中
学
生
・

後
藤
千
代
子

▼
リ
レ
ー
競
技
　
吉
田
ノ
三

▼
地
区
総
合
　
　
み
ず
ほ

こ
．
コ
一
－
．
．
3
．
．
．
．
〓
－
．
．
．
．
．
〓
〓
〓
〓
－
一
一
．
．
．
．
－
3
．
．
〓
〓
－
〓
．
．
．
〓
一
．
．
．
こ
．
Ｈ
－
〓
〓
〓
．
．
－
－
Ｈ
．
．
－
3
－
Ｈ
．
．
．
ニ
ー
Ｈ
－
．
〓
〓
〓
－
〓
〓
－
〓
－
－
－
－
Ｈ
．
．
．

選
挙
管
理
委
員
大
野
正
登
氏
が
死
去
∵

後

任

に

小

林

太

四

一

氏

．1

選
挙
管
理
委
員
の
大
野
正
萱
氏
が
七

月
二
日
亡
く
な
ら
れ
た
た
め
、
四
十
八

年
三
月
の
議
会
で
補
欠
と
し
て
遠
出
さ

れ
て
い
た
囁
末
の
小
林
太
四
一
氏
が
、

こ
の
後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

＼

◇
任
命
月
日
　
5
1
年
7
片
1
3
日
付

◇
住
所
　
水
巻
町
頃
末
2
1
5
4
番
地

◇
氏
名
　
小
林
太
四
一
氏

◇
生
年
月
日
　
大
正
4
年
1
月
1
日
生
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ご
み
収
集
の
盆
休
み

8
月
1
3
・
1
4
・
1
5
日
は
盆
休
み
の
た

め
ご
み
の
収
集
を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
8
月
1
2
日
に

全
町
内
い
っ
せ
い
に
収
集
い
た
し
ま
す

の
で
朝
7
時
3
0
分
ま
で
に
燃
え
る
ご
み

を
出
す
よ
う
お
頗
い
し
ま
す
。

ご
み
は
盆
休
み
、
正
月
休
み
以
外
は

祭
日
も
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
粗
大
ご

み
は
衛
生
係
へ
の
連
絡
が
な
い
場
合
は

収
集
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
粗
大
ご
み
を

出
す
と
き
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

し
尿
収
集
の
盆
休
み

8
月
1
4
・
1
5
・
1
6
日
は
盆
休
み
の
た

め
収
集
は
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
便
槽

が
小
さ
い
と
い
う
理
由
で
8
月
の
定
期

汲
取
り
日
以
前
に
臨
時
汲
取
り
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
8
月
5
日
ま
で
に
町

衛
生
係
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
8
月
1
2
・

1
3
日
に
臨
時
汲
取
り
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
臨
時
汲
取
り
を
し
た
家
庭
は

定
期
汲
取
り
と
合
せ
て
、
8
月
は
2
ケ

月
分
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

愛
の
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

七
月
一
日
か
ら
の
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

幸
福
な
社
会
生
活
は
お
互
い
の
協
力

か
ら
生
れ
ま
す
。
職
場
災
害
、
内
臓
の

病
気
、
交
通
事
故
な
ど
、
い
つ
血
液
が

必
要
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
も
万
一
の
事
故
に
備
え
る
た
め
に
も

愛
の
献
血
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◇
献
血
の
日
時
　
8
月
5
日
、
1
0
時
～

1
6
時

◇
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館

◇
採
血
者
　
日
赤
北
九
州
血
液
セ
ン
タ

8

月

の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
八
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
8
月
6
・
1
6
・
2
6
日
、
時
間

は
い
づ
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
（
日
本
間

◇
相
談
内
容
　
金
銭
の
貸
借
、
離
婚
、

相
続
、
借
地
借
家
、
子
ど
も
、
老
人

の
問
題
、
人
権
の
問
題
、
家
庭
の
生

活
相
談

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

◇
内
容
　
明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め

る
こ
と
を
表
わ
す
も
の

◇
資
格
児
童
・
生
徒
の
部
　
福
岡
県
内
の
小

・
申
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒

一
般
の
部
　
福
岡
県
内
に
厨
任
し
て

い
る
者

◇
応
募
点
数
一
人
一
点
、
自
作
で
未

発
表
の
も
の

◇
締
切
り
　
5
1
年
9
月
1
0
日

◇
提
出
先

・
児
童
・
生
徒
の
部
　
水
巻
町
選
挙
管

理
委
員
会
（
役
場
内
）

・
一
般
の
部
　
福
岡
県
選
挙
管
理
委
員

会そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
（
魯
6

0
1
・
4
3
2
1
）

漏
水
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
水
道
謀
で
は
五
十
一
年
漏
水
防
止

対
策
と
し
て
、
次
の
と
お
り
夜
間
作
業

を
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
顔
い

し
ま
す
。

▼
6
月
2
0
日
か
ら
7
月
3
1
ま
で
の
午
後

9
時
か
ら
年
前
4
時
ま
で
漏
水
調
査

を
行
い
ま
す
が
、
調
査
員
が
宅
地
内

に
立
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
（
調
査
員
は
電
灯

お
よ
び
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
〕

▼
世
帯
番
号
お
よ
び
表
札
を
必
ず
か
け

る
と
と
烏
に
、
飼
犬
は
絶
対
に
放
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
戸
メ
ー
タ
ー
横
の
止
水
栓

の
漏
水
は
水
道
謀
で
補
修
し
ま
す
の
で

連
絡
｛
だ
さ
い
。
ま
た
、
償
却
期
間
の

経
過
し
て
い
る
各
老
朽
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
も
い
た
し
ま
す
4

1

お

　

　

礼

－

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

樋
口
　
故
太
田
　
福
殿
　
太
田
淑
子
殿

上
二
　
故
大
野
正
登
殿
　
大
野
正
俊
殿

8月のし尿汲取予定

2日　頃末、猪熊

3日　頃末、猪熊

4日　唐ノ鮨県住、吉田片山、ヌメリ石、猪

熊

5日　鯉口、御輪地、車道、猪熊

6日　富田垣添、緑風園、中央区、猪熊、高
松区、三ツ頭区

7日　中央区、高松区、三ツ頚区、猪熊

9日　伊左座、立屋敷、吉田川端、吉田商店

街、月夜待、樋口、頃末（15・18・25
区）、卯月

10日　苫田本村、草遮、二、下二、吉田県道
筋、吉田大橋、樋口、卯月

11月　机社宅、下二町住、二町住、樋口、卯月

12日　宮ノ下社宅、古賀
13日　予備日

14日～16日　盆休み

17も　吉田団地、古賀新生街

18日　苫田団地、頃末（15・18・2う区）、頃

末（6・11・14区）、松栄荘
19日　吉田団地、松栄荘、頃末（6・11・14

区）

20日　二、下二、吉田本村、頃末（6・11・

14区）、美吉野
21日　吉田本村、伊左座、猪熊町住

23日　古賀区（78－117棟）、苗貿県住

24日　古賀区（56～77棟）、樋口（樋口アパ
ート、麻生アパート）

25日　古賀区（13～153棟）、みずほ、梅ノ

未区

26日　鯉口区（3部・4部）．、みずほ、梅ノ

木匡
27日　鯉由区Ｉ（1部・2部）、頃未（6・11

・14区、従量制）、みずほ、幼稚園通

．．　　り

28日　幼稚園通り、猪熊（山手・徳丸アパー

ト）

81日　樋口、猪熊、古賀（従量制）

甘㌻．’曜　在　宅　医

7月25日　村田医院　内・児科　頃末　691・0745

8月1日　永松医院　耳鼻科　頃末　691・0386

8日　森田医院　内・児科　樋口　691・0616

両中村医院内・児科下二691・5820

診察時間は9時から17時、原則として往診はしません。

′

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
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韻
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6
0
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